
ふれあい

笑
顔
の
多
世
代
交
流
で
目
指
す

サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ

高
齢
者
施
設
で
世
代
間
交
流

　グ
ロ
ー
バ
ル（
地
球
的
）な
視
野
で
現
実
を
捉

え
、ロ
ー
カ
ル（
地
域
）で
実
践
的
に
行
動
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
山
梨
県
立
大
学
。平
成

25
年
度
に
文
部
科
学
省
の「
地（
知
）の
拠
点
整

備
事
業
」実
施
大
学
に
選
定
さ
れ
、よ
り
地
域
に

開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、地
域
と
向
き
合
い
な
が

ら
、地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
は
、そ
の
事
業
の
一つ「
高
齢
者
の〝
サ
ク
セ

ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
〞実
現
に
向
け
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
」（
担
当
教
員・渡
邊
裕
子
准
教
授
ほ
か
、略

称・サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の

一環
と
し
て
、看
護
学
部
３
年
生
が
、介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム「
ヴ
ィ
レ
ッ
タ
甲
府
」を
訪
問
。甲
府

市
池
田
地
区
の
自
治
会
連
合
会
、愛
育
健
康
づ

く
り
推
進
会
、食
生
活
改
善
推
進
委
員
会
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
も

交
え
て
紙
芝
居
、図
画
工
作
、合
唱
、と
こ
ろ
て
ん

づ
く
り
な
ど
で
入
居
高
齢
者
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。こ
の
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、健
康・長
寿・

社
会
貢
献
。世
代
を
超
え
た
触
れ
合
い
の
中
で

高
齢
者
に
は
身
近
な
地
域
で
の「
自
己
の
役
割
の

認
識
と
社
会
参
加
」を
促
し
、学
生
に
と
っ
て
は

知
識
や
経
験
の
豊
富
な「
高
齢
者
に
対
す
る
新

た
な
気
付
き
」の
機
会
と
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、こ
う
し
た
大
学
と
周
辺
地
域
と
の
協
働

の
取
り
組
み
は
、学
生
が
、将
来
看
護
の
対
象
と

な
る
高
齢
者
へ
の
理
解
を
深
め
、さ
ら
に
は
自
分

自
身
の
老
い
や
人
生
、地
域
で
何
が
で
き
る
か
な

ど
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
って
い
ま
す
。

　こ
の
日
の
学
生
た
ち
の
輝
く
瞳
。新
し
い
出
会

い
と
気
付
き
が
、生
き
生
き
と
し
た
地
域
づ
く
り

の
き
っ
か
け
と
な
って
い
き
ま
す
。

　地区
の
健
康
ま
つ
り
で

は
、看
護
学
部
の
学
生
さ
ん

た
ち
に
出
向
い
て
も
ら
い

血
圧
測
定
な
ど
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。交
流

の
機
会
が
増
え
る
ほ
ど
お

互
い
に
親
近
感
が
沸
き
ま

す
。学
生
さ
ん
た
ち
と
の
触

れ
合
い
は
、地
域
に
元
気
を

与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
ヴ
ィ
レ
ッ
タ
甲
府
施
設
長

　和田
典
子
さ
ん

　

　入居
者
に
と
っ
て
、学
生
さ

ん
や
子
ど
も
さ
ん
方
と
の
新
し

い
出
会
い
は
と
て
も
新
鮮
で

表
情
も
生
き
生
き
と
し
て
き
ま

す
。施
設
の
職
員
に
と
っ
て
も
、学
生
さ
ん
の
振
る
舞

い
か
ら
感
じ
た
り
、学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、有

意
義
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
ね
。

 山梨県立大学

大学生の地域課題への取り組み、地域貢献活動を紹介

　
山
梨
県
立
大
学
の
進
め
る
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。学
生
が
大
学

周
辺
地
域
の
高
齢
者
と
深
く
関
わ
り
、交
流
を
通
じ
て
世
代
間
の
相
互
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。そ
し
て
、高
齢
者
が
健
や
か
で
自
分
ら
し
い
老
年
期
を
過
ご
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

1617

　皆さん、とても元気で明るく、勝手に抱
いていた老人ホームに対するイメージが
変わりました。今回の訪問を通して高齢
者への理解を深めることを大切にしたい
と思いました。
　学生や地域の子どもたちを歓迎して
いることを施設側からも発信していけば
こういった交流の機会も増えていくので
はと感じました。 小野寺 海大さん

　一緒に絵を描き、喜びを分かち合う
うちにどんどん楽しくなりました。高齢者
の方との会話は「低い声でハキハキと」
との教えを笑顔で実践できました。
　施設を訪問する機会は多くないの
で、大学に来てもらったり、大学内に高
齢者施設などがあれば、もっと交流が
深められるのではと思いました。

柳田 里絵さん

　普段あまり接する機会のない高齢者
の方とは、世代の壁があるのではと思っ
ていましたが、そんなことはありませんで
した。皆さん、私たちと話をするだけで喜
んでくださいました。触れ合いから学べる
ことはとても多いと実感しました。

加賀美 杏奈さん

　幅広い年代の人たちがお互いに触
れ合ったことは、良い経験です。大人の
中で戸惑っていた子どもたちも、一緒に
図画工作をするうちに、だんだん笑顔に
なっていきました。核家族化の中で触れ
合うことの少なくなった高齢者の方 と々
交流することって、大切ですね。

深沢 真実さん

サクセスフルエイジング・プロジェクトに参加する看護学部３年生の皆さん

キャンパス
キャラクター
やまちゃん

  
出会いと発想が街を生き生きと

“幸福な老い”とも言われている。
年齢とともに老いていくことを認識する中
で、高齢者が自らの社会的役割を自覚し、そ
の役割を果たしながら、自分らしく生き生きと
健康で、与えられた人生を全うすること。

サクセスフルエイジングとは...

学
生
か
ら
は
、交
流
へ
の
期
待
の
声
や
新
し
い
ヒ
ン
ト
が

 【問い合わせ先】 
 山梨県立大学地域戦略総合センター
 TEL 055-225-5412　FAX 055-225-1150

高齢者
福祉施設

   看護学生
・高齢者理解
・高齢者支援
 方法の理解
・地域との
 関わり方の理解

 地域の子ども
 ・将来の
  地域リーダー、
  介護人材の育成
 ・思いやり、
  責任感

         入居高齢者・地域の高齢者
・学びサポート（人生経験・知恵の伝授=生きがい）
・役割認識（自覚）

施設内交流スペースを利用した世代間交流
図画、歌、紙芝居、料理作り　など

保坂会長と愛育健康づくり推進会、食生活改善推進
委員会の皆さん

施設からも情報発信を！

大学内に高齢者施設が
あってもいいのでは！

触れ合いから学べることは
多いですね。

核家族化だからこそ
交流を大切にしたい。

vol.❶

■
池
田
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

　保坂 

求
さ
ん

検索山梨県立大　拠点

山梨県のソーシャルキャピタル醸成事業
（いまいる・スマイル事業）と連携

地
域
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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